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住宅ローン事務改革

休日展開による圧倒的な利便性の提供
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■ペーパーレス事務運営への転換
→ＩＴでの事務処理

①紙はイメージ処理によりデータ化
②印字しない
→「伝票＋印字」情報のデータ保有

③人手をかけない
→システムによるチェック強化
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１．次世代型ローンプラザ（ＬＰ）の確立

• 新システムの導入による、ＬＰのセールス拠点化

２．事務量 全体事務量 ▲３３％ （2013/3期 → 2016/3期）
うちＬＰ ▲５０％

３．事務人員 ▲２３％ （2013/3末 → 2017/3末）

住宅ローントップバンクとしての事務コスト競争力の確立
安定した事務運営体制の確立
業務量の増加、繁閑差に柔軟に対応できる 体制の整備

 住宅ローン・クロスセールス力の強化
業推担当者拡大、店頭ｾｰﾙｽの仕組み構築

≪３ない≫
 お客さまは

①待たせない
②書かせない
③押させない

≪３レス≫
事務処理は

①ペーパーレス
②キャッシュレス
③バックレス

住宅ローン事務改革の基本指針

住宅ローン事務改革の全体像

～ＬＰを事務からセールスの場へ～

事務量1/2、スピード2倍

スローガン 目標

コンセプト



事務量の面では、本来営業に集中すべきローンプラザの処理量が７割を占めていた状況。
「審査事務」「契約事務」「途上管理」の各プロセスにおいて、事務量削減が必要な状況。

 申込書、チェックシート等、１案件に約30枚の紙が発生

 紙送付に伴い、拠点間で重複チェック

 書類過不足、書式相違等の事務過誤を誘発

 お客さまには、申込や契約等の各場面で住所氏名等を複数回ご記入いただくご負担

 属人的、属店的な運営

⇒ 事務手続に忙殺され、営業推進・セールス機会を逸失
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審査事務 契約事務 途上管理

事務量

ローンプラザ 住金センター

改革前の事務等の状況

事前・正式申込 審査 金消 実行 取引 途上・リスケ

プロセス分類

73% 27%

改革前の状況
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■「ＲＧ付」ローン
一部イメージワークフロー

■フラット35（支援機構）
紙ベース

■商品で異なるライン
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新システムによる契約、実行、決済手続き

契約書類へ既取得情報をプレ印字することによ
り、ご記入負担を大幅軽減

申込書情報

審査結果情報

⾦利判定情報

団信判定情報

ディスプレイを利用した均一、高品質
で分り易く、効率的な契約内容説明

社員用PC プリンタ

 契約書類へのプレ印字や自動実行オペレｰションを実現。
説明用ディスプレイも活用し、お客さまご記入負担は1/10、手続時間は1/2に削減。

保証委託契約書
抵当権設定契約書

ローン契約書

審査情報

融資実行

審査情報に
基づく指示書
の自動作成。

決済

クイックナビ
による伝票レ
ス決済。

融資実行

決済



OCR処理、拠点間連携、書類自動作成等を通じ事務量削減目標を達成

お客さまの負担軽減、事務処理時間の短縮を通じ、住宅ローン起点のクロスセールスでも成果

お客さま
利便性向上

効率化、標準化
・

オムニチャネル化
↓

セールス機会拡大

申
込

「いつでもどこでも」全チャネルで情報共有
ex. 大阪申込審査案件の東京での契約も可能

OCR処理により、
申込書入力作業を省力化

LP・住金センター・RG間で
データ連携。書類送付不要

審査データを利用し契約書自動作成、
お客さま記入箇所を大幅削減

説明ディスプレイにより、均一
高品質で効率的な契約説明

20分→8分

所要時間

RG   2日→1日※

ﾌﾗｯﾄ 4日→1日※

審査データを利用して指示書を自動作成

40-70分→30分

80分→50分

30分→10分

クイックナビを利用し、
伝票レス取引

60分→15分

審
査

取
引

新システム導入の効果

ＬＰは事務からセールスの場に転換

実
行
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※最短審査日数

 効率化による時間創出と休日営業により、ライフイベントに合わせた提案活動が拡大

 ＋0.3％の金利で保障充実の商品。提案機会拡大により、付保率は上昇トレンド。

 2015年度上期保険クロスセールス率 4.2％（前年同期比＋0.4％）。

 金融機関集団扱により最大２０％割引適用。付保率は上昇トレンド。

団信革命

火災保険

保障性保険

 審査スピードアップにより実行額は大幅増加

 2015年度3Q累計実行額948億円（前年同期比＋85％ ）フラット35
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休日展開による圧倒的な利便性の提供

2003年よりスタート、順次拡大。2016/4月現在、住宅ローン専門チャネル68拠点休日営業

2016年3月19日（土）サービス開始 （日本初）

2015年6月～ （大手行初）

 一部拠店で休日審査スタート、順次取扱拠点を拡大中
休日審査

休日融資

住宅ローンの で、不動産の が実現休日決済 引き渡し休日融資 即時振込

2014年10月～ 順次導入開始
 申込書： ワンライティング＆OCR強化
 審査 ： 時間短縮（データ連携機能強化）
 契約 ： 説明ディスプレイを活用 => 記入負担1/10、手続時間1/2

新システム

※資金の振込は、りそなグループ内に限定
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本資料中の、将来に関する記述（将来情報）は、次のような要因により重要な変動を
受ける可能性があります。

具体的には、本邦における株価水準の変動、政府の方針、法令、実務慣行及び解釈に
係る展開及び変更、新たな企業倒産の発生、日本および海外の経済環境の変動、並び
にりそなグループのコントロールの及ばない要因などです。

本資料に記載された将来情報は、将来の業績その他の動向について保証するものでは
なく、また実際の結果と比べて違いが生じる可能性があることにご留意下さい。
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